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結 果 の お 知 ら せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．概要 

 浚渫兼油回収船「清龍丸」（中部地方整備局名古屋港湾事務所所属）は、４月１９日（土）に香川

県坂出市において実施された四国地方整備局主催による防災訓練大規模流出油回収訓練に参

加しました。 

 訓練では防災ヘリコプター『愛らんど号』（四国地方整備局所属）の離着船訓練や、海洋環境整

備船「美讃」（同局高松港湾・空港整備事務所所属）と連携した油回収訓練を行いました。 

 

また、翌 4 月 20 日（日）には坂出港西ふ頭地区西岸壁において綾坂出市長、地元国会議員の

参列のもと「清龍丸」の船内を一般公開しました。  

一般公開では約３９０名の見学者が訪れ、大規模油流出災害に備える油回収機能や東日

本大震災直後の緊急物資輸送にも従事した災害支援機能などについて、説明を行いました。 

 

「清龍丸」は全国の油流出事故などの災害発生時に速やかに出動できるよう常に万全の

体制で備えています。 

 

２．配布先  中部地方整備局記者クラブ、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、港湾空港タイムズ、

日本海事新聞、海事プレス 

 

 

３．問合せ先 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 海洋環境・防災課 下田（しもだ）  

Tel ０５２－６５１－６７９１ Fax ０５２－６５１－３８０１ 

 

 

我が国最大の浚渫兼油回収船「清龍丸」が 

坂
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港大規模流出油回収合同訓練に参加しました。 

～備讃
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せ と

東航路での油流出事故を想定したヘリコプター離着船・油回収訓練を実施～



 

 

 

 

 

 

 

「訓練及び一般公開の写真」  

                            

                        ４月１９日訓練状況 

    

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

    

 

 

                     ４月２０日一般公開状況 

 

    

【ヘリコプター離着船訓練】 【油回収訓練】 

【船内見学の様子(市長、地元議員)】 【一般公開の様子】 



浚渫兼油回収船 「清龍丸 」の概要

「清龍丸」の行う業務
○通常は、航路、泊地等の浚渫作業。
・高精度で平坦浚渫を可能とする幅広な新型ドラグヘッドを装備。

○大量油流出時には、速やかに流出現場に向かい、油回収作業。
・油の状況に応じた2種類の回収器を装備。

○災害時には、災害支援作業（災害情報収集、救援物資輸送、給水、電力供給等）。
・情報収集・発信のための通信システムや防災要員・物資運搬等のためのヘリデ
ッキを装備。

全長 104 m
全幅、 17.4m
純トン数 4，792ｔ

ヘ リ 着 船

油回収状況

浚渫作業

海底面に下した
土砂吸い込み口
（ドラグヘッド）

中部地方整備局 名古屋港湾事務所所属

油回収タンクに約1時間で1,000kl （ドラム缶約５千本分）
の油水を回収可能。


